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以
外
は
１
世
帯
２
冊
ま
で
。
申
し
込

み
期
間
は
令
和
３
年
８
月
２
日
か
ら

８
月
16
日
、
購
入
期
間
は
令
和
３
年

９
月
１
日
か
ら
11
月
24
日
、
有
効
期

間
は
令
和
３
年
９
月
１
日
か
ら
令
和

４
年
１
月
16
日
ま
で
。

鹿
追
町
商
工
会
及
び
Ｊ
Ａ
鹿
追

町
が
連
携
し
、
実
行
委
員
会
が
実
施

す
る
。
国
の
交
付
金
及
び
北
海
道
の

補
助
金
を
活
用
す
る
。

○
小
中
学
生
就
学
支
援

	

４
８
５
万
円

町
内
の
小
中
学
生
全
員
に
商
工

共
栄
会
商
品
券
を
ひ
と
り
１
万
円
分

支
給
す
る
。

財
源
は
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
９

月
の
議
員
・
特
別
職
・
監
査
委
員
報

酬
か
ら
５
％
削
減
分
の
計
１
９
０
万

円
と
、
国
の
交
付
金
を
活
用
す
る
。

○
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

	

４
６
５
万
円

19
歳
未
満
（
障
が
い
の
あ
る
場

合
は
20
歳
未
満
）
の
子
ど
も
を
持
つ

子
育
て
世
帯
に
対
し
、
１
人
あ
た
り

５
万
円
を
支
給
す
る
。

支
給
要
件
は
、
①
ひ
と
り
親
等
に

よ
り
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
対
象
の

方
、
②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
限
度

額
を
下
回
る
公
的
年
金
の
受
給
対
象

の
方
、
③
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
の

受
給
対
象
に
減
少
し
た
方
で
あ
る
。

①
は
申
請
不
要
で
、
②
③
は
申
請

が
必
要
と
な
る
。

国
の
交
付
金
を
活
用
す
る
。

○
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
強
化

	

７
０
０
万
円

令
和
３
年
６
月
か
ら
ピ
ュ
ア
モ

ル
ト
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
に
プ
レ
オ
ー

プ
ン
し
た
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ

な
た
ぼ
っ
こ
」
を
教
職
員
住
宅
（
東

町
４
丁
目
４
番
地
２
）
を
改
修
し
て

専
用
施
設
と
し
て
整
備
す
る
。

町
内
す
べ
て
の
小
中
高
生
を
対

象
と
し
、
利
用
時
間
は
月
〜
金
曜
日

の
午
前
９
時
〜
12
時
30
分
で
あ
る
。

○
家
族
団
ら
ん
食
う
（
ク
ー
）
ポ
ン
券

	

１
７
０
万
円

持
ち
帰
り
商
品
購
入
に
対
す
る

支
援
の
第
４
弾
と
し
て
、
鹿
追
町
観

光
協
会
が
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て

実
施
す
る
。

今
回
は
、
対
象
店
舗
で
２
千
円
以

上
購
入
で
２
０
０
円
、
３
千
円
以
上

購
入
で
５
０
０
円
、
５
千
円
以
上
購

入
で
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
差
し
引
い
て

販
売
す
る
。

○
観
光
誘
客
促
進
「
し
か
お
い
版
」

道
民
割
引
事
業	

２
５
０
万
円

ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
事
業
商
品
を

造
成
・
販
売
す
る
事
業
者
に
対
し
、

２
千
円
以
上
の
ア
ウ
ト
ド
ア
販
売
価

格
に
応
じ
て
道
民
は
千
〜
５
千
円
、

町
民
は
２
千
円
を
上
限
に
割
り
引
く

（
最
低
負
担
額
５
０
０
円
）。

鹿
追
町
観
光
協
会
が
実
施
し
、
実

施
期
間
は
令
和
３
年
６
月
26
日
か
ら

８
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
収
入
が
減

収
し
た
被
保
険
者
に
対
し
、
国
保
税

を
減
免
す
る
。

ま
た
、
医
療
費
給
付
分
の
所
得
割

は
４
・
９
％
（
＋
０
・
６
％
）、
介
護

給
付
金
課
税
被
保
険
者
分
の
所
得
割

は
０
・９
％
（
＋
０
・３
％
）
と
し
た
。

○
介
護
保
険
条
例

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
収
入
が
減

少
し
た
被
保
険
者
に
対
し
、
令
和
２

年
度
分
及
び
３
年
度
分
の
保
険
料
を

減
免
す
る
。

【
一
般
会
計
】

○
活
き
生
き
商
品
券

	

２
５
４
０
万
円

額
面
１
万
４
千
円
の
商
品
券
を

１
万
円
で
販
売
す
る
。
申
し
込
み
の

上
限
は
町
内
世
帯
４
冊
ま
で
、
町
民

○
町
民
ホ
ー
ル
及
び
神
田
日
勝
記
念

美
術
館
感
染
症
防
止
対
策

	

１
９
８
万
円

町
民
ホ
ー
ル
及
び
神
田
日
勝
記

念
美
術
館
内
の
ト
イ
レ
の
手
洗
い

を
、
自
動
水
栓
化
す
る
。

【
病
院
会
計
】

○
薬
品
保
冷
庫
ほ
か
購
入	

66
万
円

薬
品
保
冷
庫
及
び
薬
用
冷
蔵

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
各
１
台
、
自
動
血
圧

計
１
台
を
購
入
す
る
。

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

令
和
２
年
度
特
定
健
診
未
受
診

者
対
策
事
業
委
託
料
未
払
い
の
責
任

を
果
た
す
た
め
、
令
和
３
年
７
月
給

与
を
町
長
20
％
、
副
町
長
10
％
、
そ

れ
ぞ
れ
減
額
し
た
。

同
事
業
は
、
特
定
健
診
の
未
受
診

者
に
受
診
を
促
す
業
務
を
委
託
し
て

い
る
。
費
用
は
全
額
北
海
道
か
ら
補

助
さ
れ
る
。

委
託
事
業
者
か
ら
、
令
和
３
年
４

月
５
日
付
で
委
託
料
３
４
１
万
円
の

請
求
書
を
受
理
し
て
い
た
が
、
支
払

い
処
理
を
失
念
し
た
。

５
月
末
日
ま
で
の
出
納
整
理
期

間
を
過
ぎ
た
６
月
８
日
、
未
払
い
が

判
明
し
た
こ
と
に
よ
る
措
置
で
あ

る
。（
※
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
）

○
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例

い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
改

正
に
伴
い
、
転
職
時
に
使
用
者
間
で

特
定
個
人
情
報
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
含
む
個
人
情
報
）
が
提
供
可
能
に

な
っ
た
た
め
改
正
し
た
。

○
町
税
条
例

法
改
正
に
伴
い
、
電
子
申
請
時
の

扶
養
親
族
等
申
出
書
の
申
請
に
あ
た

り
、税
務
署
長
の
承
認
を
廃
止
す
る
。

ま
た
、
退
職
所
得
申
告
書
の
電
子

申
請
を
可
能
と
す
る
。

【
一
般
会
計
】

○
地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー	

16
万
円

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会

の
大お
お
の野
希ま
れ
か
ず一
事
務
局
次
長
に
よ
る
講

演
会
を
、８
月
26
日
に
開
催
す
る（
時

刻
・
場
所
未
定
）。

北
海
道
市
町
村
振
興
協
会
の
交

付
金
を
活
用
す
る
。

○
畑
作
構
造
転
換
事
業
補
助
金

	

６
０
８
０
万
円

豆
類
等
の
密
植
に
よ
る
省
力
化
・

増
収
、
種
バ
レ
イ
シ
ョ
の
り
病
率
低

減
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
し
て
補

助
す
る
。

全
額
、
北
海
道
の
補
助
金
を
活
用

す
る
。

○
外
国
語
版
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
作
成

	

13
万
円

中
国
及
び
ベ
ト
ナ
ム
語
版
の
ご

み
分
別
ガ
イ
ド
を
作
成
す
る
。

○
小
型
電
子
機
器
・
使
用
済
み
乾
電

池
・
蛍
光
管
処
理
委
託
料

	

１
２
２
万
円

資
源
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る
量

の
増
加
に
伴
い
、
処
理
委
託
料
を
増

額
す
る
。
予
算
総
額
は
１
３
９
万
円

と
な
る
。

○
然
別
湖
畔
園
地
修
繕	

１
６
０
万
円

然
別
湖
畔
園
地
の
手
す
り
や
階

段
が
経
年
劣
化
に
よ
り
美
観
を
損
ね

危
険
な
た
め
、
修
繕
す
る
。

○
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
通
り
歩
道
補
修

	

３
２
０
万
円

ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
通
り
の
鹿

追
小
学
校
と
学
童
保
育
所
間
の
歩
道

に
段
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

補
修
す
る
。

【
※
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

○
特
定
健
診
未
受
診
者
対
策
委
託
料	

（
令
和
２
年
度
契
約
分
）	３
４
２
万
円

○
特
定
健
診
未
受
診
者
対
策
事
業
返
還
金	

（
令
和
２
年
度
補
助
金
分
）	３
４
１
万
円

令
和
２
年
度
の
特
定
健
診
未
受

診
者
対
策
事
業
に
お
け
る
、
未
払

い
分
の
委
託
料
及
び
遅
延
利
息
計

３
４
２
万
円
を
追
加
補
正
し
支
払

う
。ま

た
、
令
和
２
年
度
中
に
北
海
道

か
ら
交
付
さ
れ
た
補
助
金
は
、
支
出

主
な
条
例
改
正

■	鹿追町議会ではYouTube配信もしています。録画も見られますよー。
	 議会中継ページ　https://www.town.shikaoi.lg.jp/gikai/chukei/つぶやき

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

そ

の

他

さ
ら
な
る
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
事
業
を
展
開

６
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
議
会
会
議
規
則
改
正
１
件
、
条
例
改
正

11
件
、
専
決
処
分
の
承
認
３
件
、
令
和
２
年
度
予
算
の
繰
越
２
件
、
令

和
３
年
度
補
正
予
算
８
件
、
名
誉
町
民
及
び
副
町
長
の
同
意
２
件
等
、

全
34
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
１
億
５
５
４
９
万
円
を
追

加
補
正
し
、
68
億
２
２
２
９
万
円
と
し
た
。

令
和
２
年
度
委
託
料
未
払
い
の
た
め
特
別
職
の
給
与
減
額

町民ホール　男子トイレの洗面台町民ホール　男子トイレの洗面台

教育支援センターに改修予定の教職員住宅教育支援センターに改修予定の教職員住宅

補

正

予

算

６月定例議会６月定例議会

主
な
条
例
改
正

主
な
補
正
予
算

本
議
会
で
は
、
今
回
の
事
態

を
重
く
見
て
、
適
正
な
事
務
処

理
の
徹
底
と
町
民
の
信
頼
回
復

に
係
る
申
し
入
れ
を
、
６
月
29

日
開
催
の
全
員
協
議
会
で
全
会

一
致
で
決
定
し
た
。

同
日
、
喜
井
知
己
町
長
へ
文

書
で
申
し
入
れ
た
。

ジオパークサポートガイド養成講座(R3.7.3)ジオパークサポートガイド養成講座(R3.7.3)

然別湖畔園地然別湖畔園地

ストニィプレイン通りストニィプレイン通り
左側が学童保育所とこども園、右側が鹿追小左側が学童保育所とこども園、右側が鹿追小

９月から発行予定の活き生き商品券（見本）９月から発行予定の活き生き商品券（見本）
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済
み
の
一
部
費
用
を
除
く
３
４
１
万

円
を
追
加
補
正
し
、
返
還
す
る
。

【
簡
易
水
道
特
別
会
計
】

○
市
街
地
区
滅
菌
装
置
改
修
工
事

	

５
４
０
万
円

簡
易
水
道
の
う
ち
、
鹿
追
市
街
へ

給
水
す
る
滅
菌
装
置
を
更
新
す
る
。

令
和
２
年
度
予
算
の
う
ち
、
高

度
無
線
環
境
整
備
事
業
（
農
村
地

域
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
整
備
事

業
・
３
億
７
０
７
５
万
円
）、
環
境

保
全
セ
ン
タ
ー
用
ト
ラ
ク
タ
ー
・

ス
ラ
リ
ー
タ
ン
カ
ー
整
備
事
業

（
６
８
８
６
万
円
）、
道
営
土
地
改
良

事
業
（
５
２
２
６
万
円
）
等
、
計

５
億
５
１
５
８
万
円
に
つ
い
て
、
事

業
が
継
続
し
支
払
い
が
完
了
し
な
い

こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
予
算
に
繰

り
越
し
た
。

○
𠮷よ
し
だ田
弘ひ
ろ
し志
氏
の

名
誉
町
民
決
定
に
同
意

前
町
長
の
𠮷
田
弘
志
氏
の
名
誉

町
民
の
決
定
に
同
意
し
た
。

𠮷
田
氏
は
、
議
員
と
し
て
平
成
３

年
５
月
１
日
か
ら
平
成
11
年
２
月
24

日
ま
で
（
２
期
）、
町
長
と
し
て
平

成
11
年
５
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
４

月
30
日
ま
で
（
５
期
）
務
め
た
。

○
副
町
長
に
松ま
つ
も
と本
新し
ん
ご吾
氏
を
再
任

任
期
満
了
に
伴
う
副
町
長
に
つ

い
て
、
松
本
新
吾
氏
の
再
任
提
案
に

同
意
し
た
。

松
本
氏
は
３
期
目
で
、
任
期
は
令

和
３
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
６

月
30
日
の
４
年
間
と
な
る
。

○
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の

参
加
・
調
印
・
批
准
を
求
め
る
意
見

書
平
成
29
年
７
月
７
日
、
核
兵
器
禁

止
条
約
が
国
連
で
採
択
さ
れ
た
。

日
本
政
府
は
核
兵
器
禁
止
条
約

に
背
を
向
け
続
け
て
い
る
。

「
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
」
と
し
て
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
・
調
印
・

批
准
す
る
こ
と
を
国
に
強
く
求
め

る
。

○
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化

に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

森
林
整
備
事
業
や
治
山
事
業
の

予
算
確
保
、
道
産
木
材
の
販
路
拡

大
、
森
林
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育

成
等
、
必
要
な
支
援
充
実
・
強
化
を

国
に
求
め
る
。

○
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
の
受
け
入
れ
拒
否
を
求
め
る

意
見
書

北
海
道
で
は
、
特
定
放
射
性
廃

棄
物
の
持
ち
込
み
は
受
け
入
れ
難
い

と
す
る
「
北
海
道
に
お
け
る
特
定
放

射
性
廃
棄
物
に
関
す
る
条
例
」
が
制

定
さ
れ
、
北
海
道
内
の
自
治
体
は
同

条
例
を
遵
守
し
、
北
海
道
内
に
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
場
を

設
置
し
な
い
こ
と
、
鹿
追
町
に
最
終

処
分
に
関
わ
る
一
切
の
調
査
を
行
わ

な
い
こ
と
を
国
及
び
北
海
道
に
求
め

る
。

町
政
を
問
う
。

町
政
を
問
う
。

（
質
問
）

令
和
３
年
度
の
瓜
幕
自
然

体
験
留
学
希
望
者
は
、
資
料

請
求
１
２
３
件
、
視
察
者
25

人
、
受
け
入
れ
25
人
と
、
13

年
ぶ
り
に
20
人
を
超
え
た
。

地
域
住
民
の
支
援
と
協
力

の
も
と
で
30
年
が
経
過
し
、

留
学
生
は
延
べ
５
０
０
人
を

超
え
、
多
く
の
学
び
と
地
域

活
動
を
通
し
て
育
み
、
卒
業

生
は
全
国
各
地
で
活
躍
し
て

６
月
25
日
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
が
代
表
質
問
を
行
な
っ
た
。

続
い
て
一
般
質
問
と
し
て
２
人
の
議
員
が
登
壇
し
た
。

山村留学
代 表 質 問

地
域
住
民
と

協
力
し
な
が
ら
継
続
す
る

瓜
幕
自
然
体
験
留
学
制
度

の
今
後
の
展
開
は

QA

（
答
弁
）
喜
井
町
長

留
学
生
を
受
け
入
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
地
元
の
子
ど
も

た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激

を
受
け
、
積
極
性
や
幅
広
い

視
野
が
養
わ
れ
る
。

留
学
生
や
そ
の
保
護
者
が

地
域
活
動
に
加
わ
り
、
地
域

活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

当
初
、
関
係
者
間
の
協

議
で
、
留
学
生
は
在
校
生
の

50
％
以
内
と
定
め
た
が
、
年

に
よ
り
小
学
校
９
〜
34
％ 

、

中
学
校
17
〜
24
％
と
ば
ら
つ

き
が
あ
る
。

直
近
５
年
間
の
平
均
割
合

で
は
、
小
学
校
21
・
８
％
、

中
学
校
21
・
２
％
で
あ
る
。

今
後
は
少
子
化
も
あ
り
、

目
安
と
す
る
50
％
の
上
限
に

つ
い
て
、
瓜
幕
自
然
体
験
留

学
制
度
推
進
連
絡
協
議
会
を

は
じ
め
、
関
係
者
と
協
議
し

た
い
。

瓜幕自然体験留学センター

留学センター児童の野外活動（畑作り）

留学センター児童の野外活動（川釣り）

総務文教常任委員会
畑　久雄　委員長

（
質
問
）

現
セ
ン
タ
ー
改
築
の
考
え

は
。

（
質
問
）

改
築
を
含
め
て
事
業
計
画

が
必
要
で
は
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

山
村
留
学
生
の
定
員
や
建

設
規
模
を
具
体
的
に
検
討
し

て
お
ら
ず
、
事
業
費
を
述
べ

る
段
階
に
な
い
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

瓜
幕
自
然
体
験
留
学
制
度

推
進
連
絡
協
議
会
や
、
瓜
幕

地
域
の
住
民
の
協
力
で
継
続

さ
れ
た
事
業
で
あ
る
。

当
然
、
今
後
も
継
続
し
て

い
く
事
業
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
し
っ
か
り
対
応
し
た

い
。

代表質問

（
質
問
）

受
け
入
れ
方
式
に
は
セ
ン

タ
ー
方
式
、
親
子
留
学
、
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
が
あ
る
が
、
ど
の

方
式
を
推
進
す
る
の
か
。

■	教育の質は鹿追町という「社会の質」とも言えるね！つぶやき

６月定例議会

主

な

質

疑
【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
】

【
行
政
報
告
】

大
ま
か
な
数
字
で
、
中
学
生

５
人
以
下
の
数
人
、
小
学
生

今
回
は
会
計
年
度
を
過
ぎ
て

か
ら
気
が
付
き
、
時
期
を
失

し
て
し
ま
っ
た
。
チ
ェ
ッ
ク
管
理
体

制
を
再
度
見
直
し
、
二
度
と
起
こ
ら

な
い
よ
う
対
応
し
た
い
。

ま
た
、
事
業
完
了
の
決
裁
も
期
限

ま
で
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
財
務
会

計
シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
し
て
支
出
状

況
を
確
認
し
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
さ

ら
に
機
能
さ
せ
、
適
正
な
事
務
執
行

に
努
め
る
。

休
館
中
の
ホ
テ
ル
福
原
再
開

に
向
け
て
の
状
況
や
お
願
い

Ａ

Ａ

Ａ

（
上
嶋
和
志 

議
員
）

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
改
修
工

事
で
、
現
在
支
援
を
要
す
る

小
中
高
生
は
何
人
か
。
対
象
者
に
高

校
生
を
含
め
た
の
は
な
ぜ
か
。
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
の
通
所
は
登
校
扱
い
と

す
る
の
か
。
設
置
条
例
の
制
定
は
。

（
上
嶋
和
志 

議
員
）

特
定
健
診
未
受
診
者
対
策
事

業
の
委
託
料
未
払
い
問
題
は

由
々
し
き
こ
と
で
あ
る
。
１
人
の
職

員
で
全
て
事
業
を
完
結
し
、
横
と
縦

の
連
携
が
不
十
分
で
は
。

事
業
完
了
の
決
裁
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

（
台
蔵
征
一 

議
員
）

株
式
会
社
福
原
会
長
と
２
回

会
っ
て
い
る
が
、
内
容
は
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

い
る
。

こ
の
事
業
の
こ
れ
ま
で
の

成
果
及
び
効
果
並
び
に
今
後

の
展
開
は
。

松本　新吾氏松本　新吾氏

意

見

書

（
質
問
）

地
域
の
児
童
数
を
考
慮
し
、

そ
れ
を
上
回
る
留
学
生
の
受

け
入
れ
の
考
え
方
は
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

セ
ン
タ
ー
方
式
と
親
子
留

学
を
組
み
合
わ
せ
て
進
め
る
。

不
測
の
事
態
に
は
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
補
う
形
態
が
有
効

で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
方
式
は
、
集
団

生
活
で
、
人
間
関
係
の
構
築

や
社
会
性
を
身
に
着
け
る
効

果
が
あ
る
。

親
子
留
学
で
は
、
留
学
後

も
地
域
に
定
着
し
定
住
人
口

の
増
加
や
働
き
手
の
確
保
等
、

地
域
活
性
化
や
経
済
的
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

建
物
は
最
初
の
建
築
か
ら

47
年
、
留
学
セ
ン
タ
ー
に
改

築
後
28
年
経
過
し
て
い
る
が
、

ま
だ
使
用
に
耐
え
ら
れ
る
施

設
で
あ
る
。

改
築
は
相
当
の
費
用
が
見

込
ま
れ
、
財
源
確
保
が
不
可

欠
で
あ
り
、
す
ぐ
に
着
手
す

る
の
は
難
し
い
。

留
学
セ
ン
タ
ー
の
改
築
は
、

現
在
の
第
７
期
総
合
計
画
に

お
け
る
、
令
和
２
年
度
か
ら

10
年
間
で
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え

て
い
る
。

改
築
と
な
れ
ば
、
相
当
な

金
額
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
財
源
や
留
学
セ
ン
タ
ー
の

役
割
を
慎
重
に
検
討
し
た
い
。 は

い
な
い
。

幼
小
中
高
一
貫
教
育
を
し
て
お

り
、
義
務
教
育
後
も
社
会
的
自
立
支

援
を
考
え
、
町
外
通
学
者
を
含
む
鹿

追
高
校
生
を
対
象
と
し
て
い
る
。

登
校
は
、
最
終
的
に
学
校
長
の
判

断
だ
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
含
め
て
対

面
に
よ
り
登
校
の
判
断
と
な
る
。

設
置
条
例
は
し
か
る
べ
き
時
期

に
提
案
す
る
。

（
質
問
）

こ
の
事
業
の
成
果
や
効
果

は
非
常
に
大
き
い
。

一
段
と
力
を
入
れ
て
山
村

留
学
制
度
を
進
め
て
い
く
べ

き
で
は
。

同

意

休館中のホテル福原休館中のホテル福原

で
、
吉
田
稔
議
長
も
同
席
し
た
。

ホ
テ
ル
再
開
は
、
国
内
外
の
経
済

状
況
が
厳
し
く
、
思
っ
た
よ
り
進
ん

で
い
な
い
。

休
館
か
ら
３
年
以
上
経
過
し
、
耐

震
工
事
の
助
成
期
限
も
近
づ
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
株
式
会
社
福

原
と
随
時
連
絡
を
取
り
た
い
。

繰

越

明

許



し か お い 議 会 だ よ り 62021（令和３）年７月　第 151 号7 2021（令和３）年７月　第 151 号
し か お い 議 会 だ よ り

５
月
12
日
、
鹿
追
町
議
会

議
員
定
数
・
報
酬
及
び
あ
り

方
等
審
議
会
（
第
三
者
審
議

会
）
委
員
に
対
し
、
吉
田
稔

議
長
か
ら
委
嘱
状
の
交
付
を

行
な
っ
た
。

今
回
で
６
期
目
と
な
る
審

議
会
委
員
に
、
浅あ
さ
の野
登の
ぼ
る

氏
、

上う
え
し
ま嶋
さ
と
子
氏
、
髙た
か
の野
恵
め
ぐ
み

氏
、
武た
け
だ田
邦く
に
ひ
ろ宏
氏
、
林
は
や
し

正ま
さ
の
ぶ信

氏
を
再
任
し
た
。
前
期
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
活
動
で
き
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
員
が

再
任
さ
れ
た
。
任
期
は
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
。

吉
田
議
長
は
「
前
期
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
政
務
活
動
等

が
で
き
な
か
っ
た
。
今
期
も

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る

が
、
今
後
の
議
会
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
、
委
員
の
皆
さ
ん
と
意
見

交
換
や
協
議
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

委
嘱
状
交
付
後
の
審
議
会

で
は
役
員
の
選
任
を
行
い
、

会
長
に
林
氏
、
会
長
職
務
代

理
者
に
上
嶋
氏
が
前
期
に
引

き
続
き
互
選
さ
れ
た
。

続
い
て
上
嶋
和
志
議
会
運

営
委
員
長
か
ら
、
今
年
度
も

視
察
等
の
政
務
活
動
は
困
難

な
状
況
で
あ
る
こ
と
、
な
り

手
不
足
に
係
る
議
員
定
数
の

諮
問
も
あ
り
得
る
等
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

審
議
委
員
か
ら
は
、「
議

会
報
告
会
・
広
聴
会
」
や
「
カ

フ
ェ
で
ひ
と
こ
と
」
等
に
町

民
が
足
を
運
び
や
す
い
場
づ

く
り
や
、
現
在
は
昼
間
開
催

の
時
刻
等
を
検
討
、
各
団
体

へ
出
向
い
て
役
員
と
少
人
数

で
懇
談
会
の
開
催
等
に
つ
い

て
意
見
が
出
さ
れ
た
。

５
月
12
日
、
議
会
運
営
委

員
会
で
新
築
さ
れ
た
芽
室
町

役
場
と
、
改
修
さ
れ
た
音
更

町
役
場
の
議
会
議
場
を
視
察

し
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
、
難
聴
者
用

ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
、
車
イ
ス
対

応
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
、
耳

や
足
の
不
自
由
な
方
も
傍
聴

で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い

る
。今

後
鹿
追
町
に
お
い
て

も
、
多
く
の
方
が
議
会
に
来

て
傍
聴
で
き
る
よ
う
、
設
備

等
の
検
討
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

国
が
推
進
す
る
ＧギＩ
ＧガＡ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
小
中

学
校
に
新
し
い
タ
ブ
レ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
が
導
入
さ
れ
、
そ

れ
ま
で
使
っ
て
い
た
も
の
を

議
会
で
試
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

当
面
は
、
９
月
定
例
議

会
に
向
け
た
行
政
資
料
を
タ

ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
に
入
れ

説
明
を
受
け
る
こ
と
を
目

標
に
、
勉
強
会
等
を
通
じ
て

操
作
に
慣
れ
る
段
階
で
あ
る

が
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
向

け
た
取
り
組
み
が
一
歩
進
ん

だ
と
も
い
え
る
。

農
業
担
い
手

農
福
連
携

営農指導対策協議会で
研究する

個別に相談に乗り
支援したい

研修牧場・農場を
設立する考えは

農福連携についての
考え方は

A

A

狩野　正雄　議員

山口　優子　議員

Q

Q

酪農家で研修中の産業研修生

（
質
問
）

コ
ロ
ナ
禍
で
、
地
方
移
住

や
農
業
に
関
心
の
あ
る
人
が

増
え
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
関
心
が
あ
っ

て
も
収
入
等
の
不
安
が
あ
り
、

移
住
や
就
農
に
踏
み
切
れ
な

い
側
面
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の

人
材
に
一
定
の
収
入
を
補
償

（
質
問
）

農
福
連
携
で
の
事
業
継
続

に
は
、
障
が
い
者
の
自
立
支

援
と
し
て
、
労
力
に
見
合
う

対
価
の
支
払
い
と
、
農
業
の

生
産
性
向
上
と
の
両
立
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

早
急
に
事
業
計
画
策
定
が

必
要
で
は
。

（
質
問
）

移
住
者
を
地
域
の
仲
間
と

し
て
受
け
入
れ
る
環
境
づ
く

り
を
ど
う
考
え
る
か
。

（
質
問
）

第
７
期
鹿
追
町
総
合
計
画

の
障
が
い
者
福
祉
で
「
農
福

連
携
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
」

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
推

進
し
て
い
く
か
。

そ
の
場
合
、
農
業
振
興
課

及
び
保
健
福
祉
課
、
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
も
み
じ

（
答
弁
）
喜
井
町
長

障
が
い
者
の
社
会
参
加
を

促
し
、
支
援
の
確
立
が
基
本

的
な
考
え
方
で
あ
る
。

町
内
の
民
間
事
業
所
で
、

農
業
分
野
で
の
障
が
い
者
雇

用
の
実
例
も
あ
る
。

保
健
福
祉
課
の
相
談
員
と

連
携
し
、
ハ
ウ
ス
で
障
が
い

者
を
１
人
雇
用
し
て
い
る
。

ハ
ウ
ス
の
地
域
再
生
計
画

を
立
て
、
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
計
画
は
未
達
成

で
あ
る
。

今
後
も
栽
培
技
術
や
高
収

（
答
弁
）
喜
井
町
長

今
後
、
総
合
的
に
考
え
、

目
標
・
計
画
を
立
て
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

水耕栽培ハウス
トマトは 10月中旬頃から出荷予定

（
答
弁
）

城
石
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
担
当
課
長

令
和
２
年
度
は
販
売

収
入
１
０
７
万
円
、
経
費

２
５
６
万
円
で
あ
っ
た
。

令
和
３
年
度
は
販
売

収
入
１
５
０
万
円
、
経
費

３
６
０
万
円
の
計
画
で
あ
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

本
町
で
は
既
存
農
家
の
規

模
拡
大
意
欲
が
強
く
、
農
地

も
不
足
し
て
お
り
、
継
承
問

題
は
顕
在
化
し
て
い
な
い
。

し
か
し
営
農
指
導
対
策
協

議
会
を
中
心
に
、
将
来
に
向

け
担
い
手
対
策
や
育
成
方
法

の
研
究
は
当
然
必
要
と
考
え

て
い
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

農
村
地
域
を
活
性
化
さ
せ

る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
地

方
移
住
を
促
進
す
る
取
り
組

み
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て

い
る
。
理
由
は
地
方
在
住
の

若
者
世
代
の
減
少
、
人
口
の

都
市
集
中
、
地
方
自
治
体
の

存
続
危
機
が
あ
る
。

町
も
国
の
支
援
制
度
を
活

用
し
、
移
住
・
定
住
の
施
策

を
行
な
っ
て
い
る
。
山
村
留

学
生
や
産
業
研
修
生
を
、
地

域
の
仲
間
と
し
て
受
け
入
れ

て
い
る
。

今
後
も
移
住
者
の
さ
ま
ざ

ま
な
要
望
に
答
え
ら
れ
る
よ

う
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
事
業
を
進
め
た
い
。

一般質問

工
房
）
等
と
の
連
携
や
、
障

が
い
福
祉
に
詳
し
い
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
が
必

要
で
は
。

現
在
「
瓜
幕
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
の
水
耕
栽
培
ハ
ウ

ス
で
、
農
福
連
携
の
一
環
で

１
人
雇
用
し
て
い
る
」
と
の

説
明
で
あ
る
が
、
増
や
す
考

え
は
。

地
域
再
生
計
画
に
よ
る
ハ

ウ
ス
の
売
上
と
雇
用
目
標
は

と
も
に
達
成
で
き
て
い
な
い

が
、
課
題
は
。

ま
た
、
今
後
５
年
間
の
計

画
・
目
標
は
。

（
質
問
）

令
和
２
年
度
と
３
年
度
の

収
支
は
。

■	新型コロナウイルスワクチンの有効性が期待されます。
	 ワクチン接種が計画どおり進み、一刻も早いコロナ収束を願う！つぶやき

議 会 だ よ り議 会 だ よ り
表 紙 用 の 写 真表 紙 用 の 写 真
大 募 集 ！大 募 集 ！

し
、
農
村
集
落
の
維
持
や
産

業
の
担
い
手
と
し
て
受
け
入

れ
る
研
修
牧
場
・
農
場
が
各

地
で
設
立
さ
れ
て
い
る
。
新

得
町
に
あ
る
シ
ン
ト
ク
ア
ユ

ミ
ル
ク
等
、
北
海
道
内
で
10

カ
所
以
上
あ
り
、
農
林
水
産

省
の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

も
活
用
し
て
い
る
。

研
修
牧
場
等
を
運
営
す
る

こ
と
で
、
地
域
に
基
盤
の
無

い
移
住
者
や
就
農
希
望
者
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
酪
農
ヘ

ル
パ
ー
や
農
家
従
業
員
等
の

多
様
な
人
材
を
呼
び
込
み
、

就
労
支
援
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
。

第三者審議会（R3.5.12）第三者審議会（R3.5.12）

芽室町議会の本会議場（R3.5.12）芽室町議会の本会議場（R3.5.12）

第
６
期 

議
会
第
三
者

審
議
会
が
ス
タ
ー
ト

入場無料まちなか会議　議員とまちなか会議　議員と

カフェカフェ
  でで  

ひとことひとこと
令和３年令和３年８８月月 2424日（日（火火））11：0011：00よりより

※先着※先着８人限定の予約制８人限定の予約制とします。とします。
※当日は検温及びマスクを着用してご来場くだ※当日は検温及びマスクを着用してご来場くだ
さい。さい。
※国・北海道の緊急事態宣言により、延期また※国・北海道の緊急事態宣言により、延期また
は中止する場合があります。は中止する場合があります。
狩野　正雄狩野　正雄 議員、 議員、加納　　茂加納　　茂 議員が 議員が

平成館平成館  でお待ちしています。でお待ちしています。

芽
室
町
役
場
及
び

音
更
町
役
場
を
視
察

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

試
用
開
始

第三者審議会ほか

試用中のタブレットＰＣ試用中のタブレットＰＣ

益
作
物
の
研
究
を
進
め
た
い
。



し
か
お
い
議
会
だ
よ
り

し
か
お
い
議
会
だ
よ
り
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（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー　
川
染
洋
）

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー　
台
蔵
征
一
）

留学センター 2年目の
髙
たかがき
柿　美

み ち こ
智子 さん

６
月
13
日
に
、
瓜
幕
自
然
体
験

留
学
セ
ン
タ
ー
の
皆
で
然
別
川
へ

行
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
暑
い
日
で
、
と
て
も

楽
し
く
川
遊
び
を
し
ま
し
た
。

ニ
ジ
マ
ス
も
た
く
さ
ん
泳
い
で

い
て
、
生
徒
は
「
捕
っ
て
食
べ
た

か
っ
た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

東
京
よ
り
ク
ラ
ス
の
人
数
が

少
な
く
、
先
生
が
皆
を
見
る
と

き
全
員
を
見
て
く
れ
て
す
ご
く

い
い
と
思
い
ま
し
た
。

楽
し
い
乗
馬
ク
ラ
ブ
に
も
入

り
、
瓜
幕
へ
来
て
馬
に
乗
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
本
当
に
う
れ
し

い
で
す
。

瓜
幕
の
冬
も
楽
し
み
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
で
き
る
丘
リ
ン

ク
で
の
ス
ケ
ー
ト
が
す
ご
く
い

い
。５

年
生
な
の
で
、
今
年
は

５
０
０
ｍ
と
１
０
０
０
ｍ
も
滑

り
ま
す
。が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

ス
キ
ー
場
も
近
い
の
で
楽
し

み
で
す
。

２
年
目
の
自
然
体
験
留
学
を

た
く
さ
ん
楽
し
み
ま
す
。

身
近
な
自
然
を
楽
し
む

留
学
セ
ン
タ
ー 

川
遊
び
体
験

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援新

学
童
保
育
所

４
月
よ
り
新
設
さ
れ
た
学
童

保
育
所
の
所
長
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。
小
学
１
～
４
年
生

の
51
人
の
子
ど
も
た
ち
が
通
っ

て
い
ま
す
。

最
近
、
子
ど
も
た
ち
も
学
童

で
の
生
活
ル
ー
ル
が
身
に
つ
い

て
き
た
こ
ろ
で
す
。
子
ど
も
た

ち
と
接
し
て
い
る
と
若
い
頃
の

教
諭
時
代
を
思
い
出
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

学童保育所　所長
小
お の
野　正

まさかず
一 さん

新学童保育所　認定こども園に隣接

然別川での川遊び体験

学
童
保
育
所
の
新
し
い
施
設
が

完
成
し
ま
し
た
。

と
て
も
大
切
で
有
意
義
な
施
設

で
す
。

そ
の
所
長
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い

方
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
３

月
に
鹿
追
小
学
校
校
長
を
退
職
さ

れ
た
小
野
正
一
さ
ん
で
す
。

新
所
長
は
「
と
て
も
子
供
が
好

き
で
、
自
分
も
学
童
保
育
に
そ
の

意
義
を
十
分
に
感
じ
て
お
り
ま
す

の
で
が
ん
ば
り
た
い
」
と
語
っ
て

い
ま
す
。

編 　 集 　 後 　 記編 　 集 　 後 　 記
今号もまた記事に窮した。コロナ感染拡大の猛威の危機真中にあって人々

の活動や議会活動もその範囲は狭まれた。
国にあっては、政府また専門とする方々も混迷を極めている。「迷夢よ醒

めよ」とコロナ騒動の一刻も早い終息を願い、次号には記事に窮することな
く豊かな広報紙にしたい。

編集の基本的な割り付けをしている事務局職員には記事不足により大変ご
苦労をかけていることに感謝したい。
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